
ステップ６：最適料理の提案及び買い物リスト表示ステップ５：食材の提案及び希望食材の選択

ステップ４：不足栄養・機能性成分の出力を確認ステップ３：栄養成分の摂取状況を確認

ステップ２：食事記録を入力ステップ１：“ヘルスケアAP”へのPHRを入力

食 解 析 シ ス テ ム
あなたの体調に合った食事を機能性成分量まで考えて提案します。

健康・体調情報
入力

食事記録
入力

足りない栄養・機能性
成分量を回答

おススメの食材を
提案

独自のデータベースを参照

システマティック
レビュー

観察研究・
調査研究機能性成分表 栄養成分表

DEMOも準備しています。

機器との連携も可

朝食 昼食 間食

PFCバランス

入力済

機能性成分も
計算して、出
力されます。

入力済

主菜 副菜

最適な食材の組み合わせを提案する豊かな食解析システム

問い合わせ先：農研機構食品研究部門 食育ビジネス創出コンソーシアム事務局
shokuiku@ml.affrc.go.jp


